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審査では、1)専 門施設によるバイアスの影響、2)検 査診断医のスキルの影響、3)地 域医療への応用可能
性、4)保 護者への同意の取得時期と方法、5)診 断告知に関する倫理的問題、6)治 療方針決定に係る生
存率以外の因子、7)医 学的治療方針と両親の希望に乖離がある場合の対応、8)胎 児診断がない先天性心
疾患との比較、9)産 婦人科医と小児循環器医の連携、10)ス クリーニング精度の向上、11)染 色体異
常の合併、12)ス クリーニングの至適タイミング、などについて様々な質疑応答が交わされ、申請者から
は概ね適切な回答と考察が得 られた。
本研究は先天性心疾患の出生前後の詳細な診断の差異を調査 し、これら診断差異の影響を検討し、出生前
診断は先天性心疾患新生児の予後改善に寄与している可能性を示した。医学および生命科学の発展に貢献す
る有意義な研究であり、学位の授与に値すると評価された。
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